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現在、ロマンス研究の基本書とみなされている 80年代の Janice E. Radway 
の Reading the Romance: Women, Patriarchy, and Popular Literature、90
年代のロマンス作家 Jayne Ann Krentz編集によるロマンス論 Dangerous Men & 
Adventurous Women: Romance Writers on the Appeal of the Romance そして
2000年代の McDaniel College 英文学教授 Pamela Regisの A natural history 
of the romance novel と本国での研究内容を時代を追って確認した。 
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現在、『小公女』の原作とされる A Little Princess は、段階を踏んで完成さ
れた。まず 1887年に Sara Crewe: or, What Happened at Miss Minchin's Boarding 
School（以下 Sara Crewe）のタイトルで書かれたものが脚色され 1902～3年英
米において上演され、その後、同劇の脚本をもとに改定されたものが 1905年の
A Little Princessである。 
著者バーネットは、およそ約 10年のときを費やして推敲した物語の主人公、
‘Sara（セーラ）’を自分だと言っている。バーネットは Sara Crewe の前に出
した Little Lord Fauntleroy（邦題：『小公子』）』で一躍脚光を浴びた人気作
家であるが、彼女の息子ヴィヴィアンの妻 Constance Buel Burnettは、主人公
が著者自身であることを思えば、大ヒットした Little Lord Fauntleroy より意
















“Godey‘s Lady’s Book”“Peterson’s Magazine”など中産階級の女性向け
の月刊誌の読者の投稿ページが目に止まる。元来、空想癖があり、自分の空想
の物語を妹に聞かせていたバーネットは、それを投稿することを思いつく。雑





怖小説を残している。オールコットは 1862 年の Pauline's Passion and 
Punishmentと言う煽情小説で懸賞金百ドルを得ている。オールコットは、1862
年から 1863 年にかけて六週間ほど、ワシントン D.C.のジョージタウンにある
合衆国病院で看護婦を務めている。その報酬は十ドルほどであった。オールコ
ットは日記にメロドラマ的な煽情小説を書いたほうが「金になる」と書かれて





婚後も「生計」のために書かねばならなかった。それでも 1877年 27 歳のとき
に書いた炭鉱婦と雇い主の工場長が結ばれる身分違いの成婚を描いた作品
















Little Lord Fauntleroy により作家としての地位を不動のものにしたバーネ
ットは、同時にいくつかの問題にも直面した。一つは Little Lord Fauntleroy
の盗作疑惑である。Little Lord Fauntleroy は A. T. Winthrop という作家の
Wilfred A story with a happy ending の盗作ではないかと疑われた（Winthrop, 
1889）。さらに、この時、この問題について意見を求められたマーク・トウェイ
ンは Little Lord Fauntleroy は自分の『王子と乞食』から発想したのだろうと
コメントしている（Thwaite 前掲書:p100）。これらには無名の女性作家の突然
のベストセラーに穏やかならぬ文学界の様子が伺われる。盗作疑惑の一方で、
Little Lord Fauntleroy は脚本家に勝手に脚色・上演されてしまう。それに対
してバーネットは著作権を主張して訴訟に挑んだ。バーネットは、すでに 1877
年 That Lass o' Lowrie's が 4人に脚色・舞台化されその不合理を味わってい




















Little Lord Fauntleroy のヒットで、一躍、時の人となったバーネットには
様々な意味で関心が寄せられた。人気作家の常として私生活が注目されるなか
で離婚に再婚そして息子の病死と話題には事欠かなかった。離婚は自分の収入











いる。また、著作権闘争の際も、訴訟と並行して自ら Little Lord Fauntleroy
の脚色を進めた。シーボムの Little Lord Fauntleroy がロンドンのプリンス・
オブ・ウェールズ劇場で上演された３か月後の 1888年 5月には自ら脚本を手が






Little Lord Fauntleroy の次なる作品が Sara Crewe である。Sara Crewe は











Sara Crewe は Little Lord Fauntleroy の著者として注目される中での待望
の作品として連載開始から評判を呼んだ。Little Lord Fauntleroyと同じ児童















Sara Crewe から Little Lord Fauntleroy 
Sara Creweが 1887～88年に雑誌『セント・ニコラス（St.Nicholas Magazine）』
に連載され連載終了後の 1888年に単行本として出版された後、著者バーネット




完成されたものが 1905 年の A Little Princess である。 










Ａ Little Princess は Sara Crewe の四倍近い長さであり登場人物が多数追
加された。セーラの仲間や敵対する生徒たちなど、ほとんどが劇場版で追加さ
れたものが引き継がれた形である。19章から成り、2章 A French Lesson にお
いてセーラの学校での位置づけが明確にされたあと、3 章 Ermengarde、4 章 
Lottie、5章 Beckyと新しいメンバーの紹介の章が続く。 
さらに“Sara Crewe”がセーラの独白や内面描写などもっぱらセーラの主観
によるものであるのに対して、A Little Princess は芝居の脚本を小説化した
ものであるため会話中心で人間同士の交流を主体的に描かれている。 Sara 




ラは、Sara Crewでは"You know why I would not stay with you（「あなたは、
なぜ私があなたのところへ帰らないか、お分かりでしょう」）"と言い放ち、A 
Little Princess でも"You know why I will not go home with you, Miss 
Minchin," she said "you know quite well."（「ミンチン先生、あなたは、わ
たくしがなぜあなたのところへもどらないかごぞんじのはずです。よくごぞん









Clorinda is not at all a new departure for me-notwithstanding a 
certain misleading gentleness of literary exterior I have presented 
to the world. That Lass o’ Lowrie’s’ was a Clorinda in disguise. 
So was Bertha Amory, who laughed and wore tinkling ornaments and 
brilliant symphonies in red when she was passing through the gates 
of hell-so was little Sara Crew when she starved in her garret was 
princess disdaining speech. Oh, she is not a new departure. She 
represents what I have cared for all my life. （Vivian, 1927:p249-250） 
 
これはバーネットが「竜巻にさらわれたように(‘sweeps me along like a 
tornado’)」夢中で書いたと言っている A Lady Of Quality の発表直前に友人
の作家イズレイル・ザングウィル1に宛てた手紙である。 




なかったと気づいたというのである。1877年 That Lass o' Lowrie's の炭鉱の





                                                   





Sara Crewe からの A Little Princess にいたる 110年の作品の展開を追究した




































































（３）労働者階級（残りの人口、年収 100ポンド以下）  










アッパー・ミドル：セーラ ‘I tried not to be’ 
物語 18章 ‘I Tried Not to Be’において、セーラはつらく苦しかった日々
を振り返り次のように言う。 
 
"I—TRIED not to be anything else," she answered in a low voice—"even 

























"If I do not remind myself of the things I have learned, perhaps I 
may forget them," she said to herself. "I am almost a scullery maid, 
and if I am a scullery maid who knows nothing, I shall be like poor 
Becky. I wonder if I could QUITE forget and begin to drop my H'S and 
not remember that Henry the Eighth had six wives."  
 











‘drop my H’（「h の音」を落とす）は、労働者階級の「コックニー訛り」の
特徴である。コックニーの言葉は癖が強く一般の英語とはまるで違って聞こえ
















































































‘respectable’は OED には下記のように定義されている。 
 
1. Regarded by society to be good, proper, or correct 
1.1 (Of a person’s appearance, clothes, or behaviour) decent or 
presentable 
2. Of some merit or importance 
 
この 1の意味、すなわち「社会的にきちんとしているとみなされる」に含意さ














って 1887年のオリジナル Sara Creweではセーラに対して本来の「きちんとし
た」の意味で 1度使われているだけである。それが 1905年の A Little Princess
では、ロウアー・ミドルのミンチン先生を表現する言葉として確認される。 
 




She was very like her house, Sara felt: tall and dull, and respectable 















He was a clever business man, and he knew what he was saying. He also 
knew that Miss Minchin was a business woman, and would be shrewd 
enough to see the truth. She could not afford to do a thing which 





















Becky had scarcely known what laughter was through all her poor, 




“Becky is the scullery maid. Scullery maids—er—are not little girls.”  
It really had not occurred to her to think of them in that light. 














She blacked boots and grates, and carried heavy coal-scuttles up and 
down stairs, and scrubbed floors and cleaned windows, and was ordered 
about by everybody. She was fourteen years old, but was so stunted 


























She only knew he was rich because she had heard people say so when 
they thought she was not listening, and she had also heard them say 
that when she grew up she would be rich, too. She did not know all 






She had had toys and pets and an ayah who worshipped her, and she 
had gradually learned that people who were rich had these things. 














レーリ2(Benjamin Disraeli)の『シビル、あるいは二つの国』(Sybil, or the Two 
Nations, 1845)に指摘されている。 
 
Two nations between whom there is no intercourse and no sympathy; 
who are ignorant of each other’s habits, thoughts and feelings, as 
if they were dwellers in different zones or inhabitants of different 
planets; who are formed by different breeding, are fed by different 
food, are ordered by different manners, and are not governed by the 
























I am a working-woman myself and cannot afford to do much on my own 
account, and there's sights of trouble on every side; but, if you'll 
excuse me, I'm bound to say I've given away many a bit of bread since 
that wet afternoon, just along o' thinking of you—an' how wet an' 
cold you was, an' how hungry you looked; an' yet you gave away your 

































学教授のように小説を読む方法（How to Read Literature Like a Professor3）』
には次のように説明されている。 
 
Memory. Symbol. Pattern. These are three items that, more than any 
other, separate the professional reader from the rest of the 
crowd.(Foster,2003, Introduction) 
記憶、シンボル、パターン。これが何にもましてプロの読者と一般大衆












『小公女』の受容は、1887 年の Sara Crewe が、同著者バーネットの前作『小
公子』で名を馳せた翻訳者、若松賤子により 1893年「セイラ、クルーの話」と
して翻訳されたことに始まる。若松賎子の死後、1905年に発表された改訂版 A 





























































り読みができるようになって読んだ作品として The Wide Wide World、さらに
Dickens、 Edgar Allan Poe 、Alcott 、Scott 、George Eliot、Mrs. Stowe、
Hawthorne、Miss Mulock、Victor Hugo、Charlotte Bronteの名をあげている。
ただし多くは慰みにはなっても繰り返し読むようなものではなく再読したのは
Dickens の The Old Curiosity Shop、The David Copperfield、Lyttonの Zatonii
の三作のみであり、たとえ大家であっても年少者には「有害無効のもの」が多
く薦められるのは Stowe 、Scott、 Mulockぐらいであるとも言っている。 Stowe 
は『アンクル・トムの小屋 （Uncle Tom's Cabin 1851）』で知られる Harriet 
Elizabeth Beecher Stowe、Mulockはイギリスの女流作家 Craik, Dinah Maria 
Mulock、代表作 John Halifax，Gentleman (1857)（邦題『紳士ジョン・ハリフ
ァクス』）は孤児が困難の中で博愛と勤労と克己の理想を貫き「紳士」に成長し
ていく物語である。Scott は Sir Walter Scott、Scott は明治期に、歴史小説
『ランマームーアの花嫁（1819）』、『アイヴァンホー（1820）』、叙事詩『湖上の
美人（1810）』などが翻訳されている。そして、若松は『アイヴァンホー』を愛








ニソンの『イノック・アーデン（Enoch Arden）』、Adelaide Anne Procter の『忘
れ形見（The Sailor Boy）』と全てに親子の別れがあることに気づかされる4。 
                                                   
4  若松賎子 1889「すみれ」『女学雑誌』（1889.10 - 12） 
若松賎子 1890「忘れ形見」『女学雑誌』（1890.1 - 3） 






























































































































































































                                                   
5 参考 URL 日本アニメーション／フジテレビ 































































                                                   

































                                                   






































































1891年 6月、第 63 号に掲載された国学者であり歌人でもある福羽美静の「童
子論」では「女は殊更しとやかに、人にほめられ愛せられ、細かき事に気を配
り、それをならひに成長し、夫を助け家をもち、よく子をそだてよき人を、世































































1916 年 7 月雑誌『少女画報』に吉屋信子「花物語」の連載が始まる。「花物
語」は以後、9年間におよぶ雑誌連載のあと、1920 年洛陽社から二巻本として、
1924年には交蘭社から三巻本として刊行された。1939年には実業之日本社から

















































































































































































































































































































第 2章 ロマンス小説の展開 
少女漫画の別世界に夢を見た少女たちが大人になったとき、「海外を舞台にし





説部門の一ジャンルとして位置づけられた。   
ロマンス小説は、本拠地アメリカにおいてフィクションの中で一番売れてい
















































るサミュエル・リチャードソン（Samuel Richardson）の 1740年『パメラ（Pamela; 

































































































                                                   










































































































煽情小説とバーネット A Lady of Quality 
















「竜巻にさらわれたように」書いたと言っている A Lady of Quality もその一
つだ。 
A Lady of Quality は、まず冒頭に断り書きがされている。 
 
Being a most curious, hitherto unknown history, as related by Mr. 
Isaac Bickerstaff but not presented to the World of Fashion through 
the pages of The Tatler, and now for the first time written down 


















































































































発行部数は１億を超える。デビューから 30年で 200作以上書き、うち 175作が























































































ジー『ナルニア国年代記（The Chronicles of Narnia）』の著者である C・S・
Lewis は述べている。Lewis『愛とアレゴリー：ヨーロッパ中世文学の伝統








































ー・アンソニーが「邪悪な知識の常緑樹（‘evergreen tree of diabolical 
knowledge’）」と見なす貸し本屋から借りる小説である。 
第二幕、リディアがメイド、ルーシーに借りてくるように頼んだ本が見つか
らない。The Reward of Constancy（貞節の報い）、The Fatal Connection（致






                                                   






LYDIA Here, my dear Lucy, hide these books. Quick, quick!—Fling 
Peregrine Pickle under the toilet—throw Roderick Random into the 
closet—put The Innocent Adultery into The Whole Duty of Man—thrust 
Lord Aimworth under the sofa—cram Ovid behind the bolster—there—put 
The Man of Feeling into your pocket—so, so—now lay Mrs. Chapone in 
















































































































































1. A Central Love Story:恋愛主体の物語 






































































































さらに近年、ロマンスのヒーロー像に関する新たな論考として Angela Miles 
という研究者による“Confessions of a Harlequin Reader: romance and the 
84 
 
myth of male mothers （1991）”が発表された。 Miles はロマンスのヒーロ


























                                                   
13 猿谷要 「-『風と共に去りぬ』続編- 『スカーレット』を読む」 『朝日新聞』1992 年
12月6日付朝刊／Seligmann, J. An epidemic of Scarlett fever: Newsweek 10/7/1991, Vol. 
Issue 15, p64 
85 
 
マンス研究機構。‘IASPR’（International Association for the Study of 
Popular Romance’）」が立ち上げられた。文学を中心に様々な分野の研究者で
構成されるこの機構においても、「ハッピーエンド」は最も多く議論されている。
ハーバード大学で英文学教授 Eric Murphy Selinger は Patrick Colm Hogan の
名を挙げ、ロマンスのハッピーエンドは、ホーガンの論理にかなっていると主
張する。 
パトリックホーガンは Affective Narratology: The Emotional Structure of 
Stories において、ラブストーリーの結末について述べている。 
 
The goal pursuit constitutes the bulk of the story. It is obstructed 
by sometimes severe difficulties, but often still leads to 















                                                   
14‘IASPR’の議論の内容は随時ホームページに公開されている。 
参考 URL The Popular Romance Project, International Association for the 
































































































































































































































































































































































































































































公女』を見ると、‘charity’ は‘a charity pupil’：「慈悲でおいてやってい














































































































                                                   
17桐野がインタビューに応じた『ロマンスレディ』という月刊誌は 1984年か
ら 87年にサンリオ社から発刊されていたロマンス情報誌である。年一回行われ
た。サンリオロマンス賞発表のほかロマンス作家の紹介（1984 年 5 月）、アメ






































































                                                   
































                                                   










































































について外国人向けキリスト教誌 The Japan Evangelist10月号の婦人欄論説に














感を分析したものであろう。若松は、すでに 1893 年ディケンズの David 






















The individualism of the West, which recognizes separate interests 
for father and son, husband and wife, necessarily brings into strong 
relief the duties owed by one to the others; but Bushido held that 
the interests of the family and of the members thereof is intact,-one 
























































































ロマンス論の最も早い例として Ann Barr Snitow の “Mass Market Romance: 














































































Glancing over the progressing civilization of Japan, one can hardly 
fail to be struck with its exotic nature. The social institutions 
of the west, so ages of experience; that some of these institutions 
have been established and maintained by those of revolutions that 
there are vital agents working out these favorable results, are 
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